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水と緑 産業廃棄物処分場建設計画

みんなで考えるシンポジウム
事業計画環境影響評価方法書に対する甲賀市長の意見（前文要旨）

近江バラス(株)が計画している事業計画地の排水は、次郎九郎川に放流され、

田村川を経て野洲川に合流し琵琶湖に流入している。下流には、野洲川伏流水

を水源とする甲賀岩室水源があり、さらに下流では、本市の上水道供給のため、

水口浄水場が三雲地先において野洲川の水を原水として取水している。取水し

た原水の浄水処理工程では、除去困難な有害物質が存在する。従って、水道原

水や市民の大切な地下水への有害物質の混入は、完全に防止される必要があ

る。市民生活の大切な生命線である飲用水を守るために、万が一は許されない。

計画されている処分場は、浸透水集排水管が設置されるものの、遮水シート

は敷設されず、排水処理施設も設置されない処分場であり、万が一、廃棄物に

有害物質が混入した場合、有害物質の混入した汚水が次郎九郎川を経て野洲川

に流れ込み、長期に亘り水道水源を汚染することになる。計画では、調整池が

設置されることとなっているが、浸透水集排水管で集水されない浸透水は調整

池には流れ込まず、地下にさらに浸透して地下水汚染を引き起こし、伏流水と

なって次郎九郎川に流れ込む。

既に次郎九郎川の上流には、廃棄物の受け入れを終了したクリーンセンター

滋賀がある。この施設は管理型最終処分場ではあるが、計画されている安定型

最終処分場と同様、有害物質は一切受け入れないとされていた。しかし、万が

一に備え、処分場前面に遮水シートを二重に敷設するなどの対策を実施、次郎

九郎川、田村川、野洲川の水質を清浄に保つ努力をされてきた経緯がある。

本計画では、安定型であり廃プラスチック類、ガラス陶磁器くず、がれき類

のみの受け入れとしているが、万が一有害物質が混入した場合、展開検査など

では有害物質は見分けられず、混入したまま埋め立てられる可能性が高い。廃

棄物に混入する有害物質を完全に除去することはできず、クリーンセンター滋

賀と同程度のリスク対策を講じた施設を建設する必要があると判断する。

今回の環境影響評価方法書に対する住民等の意見においても、浸透水が放流

される次郎九郎川や田村川、下流の野洲川や琵琶湖の水質への影響を非常に懸

念する意見、下流域を含めた影響範囲のわりに説明会等の住民の理解を得よう

とする努力の欠如を指摘する意見、廃棄物の排出元の９割が滋賀県外のもので

あることへの疑問をはじめとして、建設自体に反対する意見も多く見受けられ

る状況となっている。こうした状況を踏まえ、意見を述べる。

■１月 25 日(日)10 時～

■みなくるプラザ

鹿深ホール（水口公民館）

パネリスト

●畑 明郎（元大阪市立大学教授 環

境学者）

●奥谷和夫（奈良県山添村議会議員）

●山下芳生（日本共産党副委員長 前

衆議院議員）

●中山和行（滋賀県議会議員）
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